
自殺対策に関する意識調査 概要・結果①

自殺に対する認識、理解度等の実態を把握し、今後の施策の参考とすることを目的に実施。

◆調査期間：令和３年８月４日～８月26日 ◆調査方法 ：郵送による調査（回答はオンラインも可）

◆調査対象：全国18歳以上の日本国籍を有する者 ◆回収サンプル：2,009人

主な調査結果①

◆自殺対策に関する事柄の周知度について
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SNSを活用した相談

支援情報検索サイト

まもろうよこころ

居住自治体の相談窓口

自殺対策基本法

居住自治体の自殺対策計画
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内容は知らな

かったが言葉
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がある

知らなかった 無回答
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ゲートキーパー

自殺対策基本法

自殺総合対策推進センター
内容ま

で知っ

ていた

内容は知らな

かったが言葉

は聞いたこと

がある

知らなかった 無回答

（参考：前回調査結果）※ 平成28年10月調査。20歳以上を対象に調査を実施。（n=2,019人）

※ 今回は別々に聴取したものを合算して集計しており、単純な比較ができないことに留意。

資料６



自殺対策に関する意識調査 概要・結果②

主な調査結果②

◆身近な人の「うつ病のサイン」に気づいたとき専門の相談窓口を勧めると答えた方は約７割

家族など身近な人の「うつ病のサイン」に気づいたとき、専門の相談窓口へ相談することを「勧める」は69.5％と高くなっている。

なお、「勧めない」は4.3％、「分からない」は19.3％となっている。
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◆身近な人から「死にたい」と言われたときの対応について

身近な人から「死にたい」と打ち明けられたとき、どう対応するのが良いと思うか聞いたところ、「ひたすら耳を傾けて聞く」は38.3％と最も高くなってい

る。性別で見ると、女性で、年齢別で見ると、18～19歳、20歳代、30歳代で「ひたすら耳を傾けて聞く」がそれぞれ全体に比べ高くなっている。

12.1

12.2

10.7

13.5

11.4

15.3

13.5

15.8

13.8

9.3

7.8

9.1

7.1

9.2

8.7

0

5.3

6

8.6

10

10.5

11.9

38.3

32.5

31.5

44.4

62.9

47.4

49.2

40.9

38.1

36.3

25.5

12

15.8

14.2

10.1

2.9

8.4

9.8

10.7

11.2

14.8

15.2

4

5.5

6.5

1.8

0.5

1.1

1.6

1.4

4.4

11.4

8.3

9.9

10.7

6.2

14.3

5.8

3.8

5.6

6.6

11.3

13

0.6

0.5

0.7

0.5

1.5

1.1

0.9

0.2

2.2

3.4

2.2

2.3

3.7

3.4

2.9

2

1.7

1.1

7.1

8.6

7.1

7.1

2.9

4.2

4.5

7.8

10.3

6.7

7.4

6.2

4.5

7.1

5.4

5.7

9.5

7.1

5.1

5.7

4.9

6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

前回調査(※)

男性

女性

18～19歳

20歳代

30歳代
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50歳代

60歳代

70歳以上

「死にたいぐら

い辛いんだね」

と共感を示す

無回答

「医師など専門家

に相談した方が良

い」と提案する

「つまらないこ

とを考えるな」

と忠告する

ひたすら耳を傾けて聞く 「死んではいけない」

と説得する

※ 平成28年10月調査。20歳以上を対象に調査を実施。「つまらないことを考えるなと叱る」で聴取

相談に乗らな

い、もしくは話

題を変える

その他 わからない

「がんばって生き

よう」と励ます



自殺対策に関する意識調査 概要・結果③
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主な調査結果③

◆相談や助けを求めることにためらいを感じると思う方は38.8％

悩みを抱えた時やストレスを感じた時に、誰かに相談したり、助けを求めた

りすることにためらいを感じるか聞いたところ、「そう思う」は13.1％、「ど

ちらかというとそう思う」は25.7％となっており、前回調査と比べ、8.1％減

少している。性別で見ると、男性で『そう思う（計）』の割合が高く、女性で

『そう思わない（計）』の割合が高くなっている。

「これまでの人生のなかで，本気で自殺したいと考えたこと」の経験（以下

「自殺を考えた経験」という）の有無別で見ると，そうした経験のある者で

『そう思う（計）』，そうした経験のない者で『そうは思わない（計）』の割

合が，それぞれ全体に比べ高くなっている。

◆相談や助けを求めることにためらいを感じると答えた方の理由

誰かに相談したり、助けを求めたりすることにためらいを感じるかで、「そ

う思う」、「どちらかというとそう思う」の理由を聞いたところ、「家族や友

達など身近な人には、相談したくない（できない）悩みだから」は52.2％と最

も高くなっている。
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60.0%

総数 自殺を考えた経験がない 自殺を考えた経験がある

家族や友達に

は相談したく

ない（できな

い）から

自分の悩み

を解決でき

るところは

ないから

その他過去に身近な

人に相談した

が解決しな

かったから

専門家に相

談するハー

ドルが高く

感じるから

（複数回答、n=780人）
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前回調査(※)
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自殺しようと思ったことがない人

自殺しようと思ったことがある人

そう思う わから

ない

どちらかとい

うとそうは思

わない

無回答どちらかという

とそう思う

そうは思

わない

※ 平成28年10月調査。20歳以上を対象に調査を実施。

（n＝1,294人）

（n＝547人）



自殺対策に関する意識調査 概要・結果④

主な調査結果④
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◆不満や悩みやつらい気持ちに耳を傾けてくれる人の

有無について

不満や悩みやつらい気持ちに耳を傾けてくれる人がいるか聞いたとこ

ろ、「実際に会って相談できる人がいる」は69.7％、「電話で相談できる

人がいる」は37.2％、「メールやSNS等で相談できる人がいる」は

25.8％、「対面や電話の相談機関に相談できる」は8.6%、「メールや

SNS等の相談機関に相談できる」は3.7％、「いない」は16.5％となって

いる。

69.7%

37.2%

25.8%

8.6%

3.7%

16.5%

実際に会って、個人的に相談できる人がいる

電話で、個人的に相談できる人がいる

メールや SNS（ L IN Eほか）等で、個人的に相

談できる人がいる

対面や電話による相談機関に、相談できる

メールや SNS（ L IN Eほか）等による相談機関

に、相談できる

いない

（複数回答）

◆不満や悩みやつらい気持ちに耳を傾けてくれる人が「いない」

と答えた方の属性について

不満や悩みやつらい気持ちに耳を傾けてくれる人がいないと答えた方は、性

別でみると、男性に多く、年齢別でみると、年齢が高くなるにつれて割合が高

くなる傾向にある。また、同居人の有無別でみると、男女ともに同居人のいな

い方の方が同居人のいる方よりも割合が高くなっている。

21.4%

11.9%

0.0%

7.4%

9.8%

15.0%

19.8%

18.6%

22.1%

20.4%

28.6%

11.5%

14.9%

男性

女性

18～19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

男×同居有（N=808）

男×同居無（N=119）

女×同居有（N=916）

女×同居無（N=134）



自殺対策に関する意識調査 概要・結果⑤

主な調査結果⑤

◆自分自身の「うつ病のサイン」に気づいたとき、利用したい専門の相談窓口について

自分自身の「うつ病のサイン」に気づいたとき、利用したい専門の相談窓口を聞いたところ、「精神科や心療内科等の医療機関」は49.8％と最

も高くなっている。

年齢別で見ると、60歳代、70歳以上で「かかりつけの医療機関（精神科や心療内科等を除く）」が全体に比べ高くなっている。
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民間機関の相談窓口

その他

何も利用しない

無回答公的機関の相談窓口精神科や心療内科かかりつけの医療機関

（精神科や心療内科等を除く）
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◆自殺を考えた経験がある方は27.2％、最近１年以内に

限定した場合は全体の9.5％

自殺を考えた経験がある方は27.2％と前回調査（23.6％）よりも増
加している。このうち、34.9％は最近１年以内に自殺を考えた経験があ
り、全体の9.5％に相当する。

性別でみると女性は30.5％（最近１年以内は11.7％）、男性は
23.3% （最近１年以内は6.6％）と女性の方がより高くなっている。
年齢別でみると20代は37.4％（最近１年以内は15.3％）、性・年齢

別でみると20代女性は41.1％（最近１年以内は19.8％）と高くなって
いる。

19.1%
23.4% 23.6%

27.2%

平成20年平成24年平成28年 令和3年

自殺を考えた経験

4.0%
5.3% 4.5%

9.5%

平成20年平成24年平成28年 令和3年

最近1年以内に

自殺を考えた経験

自殺対策に関する意識調査 概要・結果⑥

主な調査結果⑥
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4.5
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15.3
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16.7
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1
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0.9

0

0
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6.6
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5.4

0% 50% 100%

今回調査

前回調査(※)

男性

女性

20代(n=190)

20代女性(n=111)

自殺したいと思ったことがない 無回答

自殺したいと思ったことがある（計）

無回答
１年以内に

思った

１年以内に

はない

※ 平成28年10月調査。20歳以上を対象に調査を実施。

◆自殺を考えたとき、どのようにして思いとどまったかについて

最近１年以内に自殺を考えた経験がある方（191人）にどのようにして

思いとどまったか聞いたところ、「家族や恋人など身近な人が悲しむこと

を考えた」が40.3%と最も高くなっている。

40.3%

37.7%

27.7%

25.1%

20.4%

15.7%

11.0%

7.9%

7.9%

13.6%

5.2%

33.9%

41.9%

27.4%

22.6%

19.4%

11.3%

4.8%

8.1%

9.7%

12.9%

6.5%

42.7%

36.3%

27.4%

25.0%

21.8%

16.1%

13.7%

7.3%

6.5%

14.5%

4.8%

家族や恋人など身近な人が悲しむことを考えた

我慢した

趣味や仕事など他のことで気を紛らわせるように努めた

家族や友人、職場の同僚など身近な人に悩みを聞いても

らった

将来を楽観的に考えるようにした

できるだけ休養を取るようにした

心の健康に関する専門家、弁護士や司法書士、公的機関の

相談員等、悩みの元となる分野の専門家に相談した

自殺を試みたが、死にきれなかった

まだ「思いとどまれた」とは言えない

その他

特に何もしなかった

総数 男性 女性 （複数回答）



自殺対策に関する意識調査 概要・結果⑦
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53.1%

43.5%

27.0%

25.7%

17.6%

16.4%

8.6%

0.8%

5.2%

57.7%

47.1%

33.1%

28.0%

20.4%

10.6%

11.0%

1.5%

3.8%

54.8%

28.8%

38.4%

20.5%

15.1%

15.1%

19.2%

11.0%

4.1%

自殺の原因を探るために遺族などにしつこく取

材しているのが不快に感じた

なんとなく気分が落ち込んだ

自殺が身近な問題であると感じた

自殺報道を受けて自殺する人が増えるのではな

いかと不安に感じた

自殺方法などの具体的な内容の報道は見たくな

いと思った

一人で抱え込まずに誰かに相談しようと思った

自殺方法や原因などをもっと知りたいと思った

自分も「死にたい」という気持ちを強く感じた

特に何も感じなかった

主な調査結果⑦ ◆自殺を扱った報道のしつこい取材が不快に感じた方は53.1％

自殺を扱った報道についてどう感じるか聞いたところ、全体では、「自殺

の原因を探るために遺族などにしつこく取材しているのが不快」53.1％と

最も高くなっている。また、自殺未遂の経験がある方をみると、「自分も死

にたいという気持ちを強く感じた」は11.0％、「自殺が身近な問題である

と感じた」は38.4％と全体よりも高い割合となっている。

◆関心のある自殺報道について

自殺を扱ったどのような報道に関心があるか聞いたところ、「有名人の

自殺に関する報道」は26.6％と最も高くなっており、前回調査（※）より

も12.7ポイント増加している。

なお、自殺したいと思った経験の有無による差は見受けられない。

26.6

13.9

28.6

22.7

22

43.5

20.9

24.1

25.5

26.4

25

1.6

5.8

1.2

3.3

8.5

11.7

7.8

8

13.6

17.8

13.5

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

前回調査（※）

自殺したいと思ったことがない

自殺したいと思ったことがある

著名人の

自殺報道

事故や公

共交通の

遅れ

自殺の背

景や自殺

予防

関心が

ない

一般の人も含め

たあらゆる自殺

報道

自殺の

手段や

場所

※ 平成28年10月調査。20歳以上を対象に調査を実施。

なお、「自殺の背景や自殺予防に関する報道」は聴取していない。

（n＝1,294人）

（n＝547人）

全体（N = 2009）

自殺未遂の経験有（N = 73）

自殺未遂の経験無（N = 471）

（複数回答）



自殺対策に関する意識調査 概要・結果⑧
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主な調査結果⑧

◆新型コロナウイルス感染症流行以降、最も強く感じた変化は「不安を強く感じるようになった」で25.9％

新型コロナウイルス感染症流行以降，心情や考えに変化があったもののうち，最も強く感じたものを聞いたところ，「不安を強く感じるようになった」は

25.9％と最も高くなっている。

◆新型コロナウイルス感染症流行以降、最も強く心情や考えの変化を感じた時期は「2020年３～４月頃」で28.0％

新型コロナウイルス感染症流行以降の心情や考えの変化で最も強く感じたものの時期を聞いたところ，「2020年３～４月頃（感染拡大「第一波」、１回目

の緊急事態宣言発令）」は28.0％と最も高くなっている。

5.8% 28.0% 8.6% 10.2% 11.4% 14.3% 6.1% 15.6%

0% 50% 100%

総数

2020年1～2月頃 2020年3～4月頃 2021年3～4月頃 無回答2020年11月～21年1月頃 わからない2020年6～8月頃 2021年5月以降

25.9% 10.8% 2.5% 23.2% 12.9% 5.1% 5.9% 5.0% 8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

不安を強く感じるようになった 家族以外の人のつながりが少
なくなり、孤独を感じた

家で過ごす時間が増
え、家族と過ごす時間
の大切さを再認識した

無回答みんなもつらくて

不安なんだと思

い、つらい気持ち

が少し軽くなった

その他

家族関係の悪化や
家族との考え方の
違いに悩まされる
ようになった

在宅勤務や時差出勤の
機会が増え、自分や家
族の働き方について考
えるようになった

感染対策を過剰に気にするように
なり、ストレスを感じた その他

N = 1651

N = 1651



52.4% 51.8%

46.2%

42.2%

38.4%
35.8% 34.7%

32.0%
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49.0% 49.4%
47.3%

42.6%

37.8%

32.9%

36.6% 35.8%

32.5%
30.0%

20.1%
23.0%

19.2%
20.7%

7.7%
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予
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に
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す
る
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を
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、
自
殺
の
手
段
を
教
え
た

り
す
る
ネ
ッ
ト
上
の
書
き
込
み
な
ど
の
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
対
応
し
た
相
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の
設
置

職
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に
お
け
る
メ
ン
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ル
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ル
ス
対
策
の
推
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さ
ま
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野
に
お
け
る
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ー
ト
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ー
の
養
成

地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
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を
通
じ
た
見
守
り
・
支
え
合
い

適
切
な
精
神
科
医
療
体
制
の
整
備

自
殺
報
道
の
影
響
へ
の
対
策
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の
実
態
を
明
ら
か
に
す
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調
査
・
分
析
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殺
未
遂
者
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援

危
険
な
場
所
、
薬
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等
の
規
制
等

自
死
遺
族
等
の
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援

自
殺
予
防
に
関
す
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広
報
・
啓
発

自
殺
対
策
に
関
わ
る
民
間
団
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の
支
援

そ
の
他

全体 自殺を考えた経験無 自殺を考えた経験有

自殺対策に関する意識調査 概要・結果⑨
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主な調査結果⑨

◆今後求められる自殺対策として、「子どもや若者の自殺予防」と答えた方は約半数

今後求められるものとして、どのような自殺対策が有効であると思うか聞いたところ、「子どもや若者の自殺予防」は52.4％と最も高くなっている。

自殺を考えた経験の有無別で見ると、経験のある者で「自殺報道の影響への対策（報道機関への注意喚起など）」、「自死遺族等の支援」、「自殺対策に

関わる民間団体の支援」などはそれぞれ全体に比べ高くなっている。

（N = 1,294） （N = 547）

（複数回答）



自殺対策に関する意識調査 概要・結果⑩

10

主な調査結果⑩

◆今後求められる若者向けの自殺対策として、SOSの出し方教育と答えた方は約７割

今後求められるものとして，子ども・若者向けにどのような自殺対策が有効であると思うか聞いたところ，「悩みを抱え込まず周囲に助けを求めることを

学ぶ教育（SOSの出し方教育）」は69.9％と最も高くなっている。
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（複数回答）


